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１．はじめに 

2050 年カーボンニュートラル社会の実現を目指す日本において，CO2排出削減のための動きが急激に加速

している．2020 年 12 月に経済産業省を中心に策定された「2050 年カーボンニュートラルに伴うグリーン成

長戦略」では，今後，カーボンニュートラル社会の実現に向けた成長が期待される 14 分野を対象に，積極的

な研究開発を推進するための道筋が示されている．このような中，国立研究開発法人新エネルギー・産業技

術総合開発機構（NEDO）に 2 兆円規模の「グリーンイノベーション（GI）基金」が造成され，筆者らもコ

ンソーシアム「CUCO（Carbon Utilized COncrete）」の一員として，研究開発を進めている 1)．同事業の中で

筆者らは，コンクリートの製造設備を対象とした CO2排出削減方策やエネルギー消費低減策について検討を

行っている． 

香川県の生コン工場における CO2排出量を試算した既往の研究 2)では，生コン製造 1m3にかかる CO2 排出

量の平均値として，資材の輸送で 41.63kg/m3，生コン製造で 2.31kg/m3，生コン運搬で 8.06kg/m3 という数値

が示されている．このうち，生コン製造時の電力消費に伴う CO2 排出量については，機械設備面での工夫，

改善によって削減できる可能性があると考える． 

 以上を踏まえ本研究では，生コン製造時の CO2 削減

を目的としたコンクリート製造システムの仕様検討の

ために，市中の生コン製造プラントの電力データを計

測し，構成する負荷設備ごとの運転状況と消費電力を

詳細に測定した． 

 

２．計測概要 

 計測にあたって，コンクリート製造設備全体は電力ロガーにより計測を行い，表－1に示す動力負荷はク

ランプメータにより個々に消費電力を測定した．なお，制御電源や照明などの負荷は「雑負荷」扱いと

し，負荷計測の対象外とした． 

実際の計測器配置を図－1および写真－1に示す． 

 
図－1 計測器設置要領 

 
写真－1 計測器の設置状況 
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表－1 コンクリート製造設備の負荷設備一覧 

名称 動力 仕様 
ミキサ 37kW×2 二軸強制練方式，2.25m3 1 台 
清水ポンプ 5.5kW 1 台 
上澄水ポンプ 7.5kW 1 台 
集塵機 3.7kW 1 台 
エアコンプレッサ 22kW 空冷，スクリュー式 1 台 

 

クランプメータ 

電力ロガー 
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３．計測結果 

クランプメータによる生コン製

造中の負荷設備の電力計測結果を

図－2に示す．今回試験を実施した

生コン工場における製造時の主要

な負荷設備の電力はミキサ（37kW

×2）とエアコンプレッサ（22kW）

が支配的であるが，生コン製造時以

外もエアコンプレッサ（22kW）と

上澄水ポンプ（7.5kW）は常に稼働

していることが判明した．その他の

負荷設備については稼働と連動し

て動作する集塵機（3.7kW）と，必

要 時 に 動 作 す る 清 水 ポ ン プ

（5.5kW）であった． 

図－3に生コン製造時1バッチ分

の負荷設備の電力を示す．1バッチ

当たりの生コン製造時の消費電力

は，電動機出力の大きいミキサが大

半であると想定していたが，電力量

の比率を求めるとエアコンプレッ

サの方が多く消費していることが

判明した．また，ミキサの空運転時

に6～9kW程度電力を消費している

ことも判明し，ミキサ本体を動作さ

せるために必要な電力として捉え

ることができた．今回の計測結果で

は空運転時間はそれぞれ5秒（消費電力量：8.3～12.5Wh程度）であったが，空運転を続けた状態でバッチ

間の待機時間が長くなれば電力のロスが増加し，CO2排出量増加の懸念がある． 

これらの結果は個別の生コン製造プラントにより事象は異なる可能性があるため，複数の生コン製造プラ

ントの電力データを計測し，各負荷設備の運転状況と消費電力の分析により，今後行うCO2削減を目的とし

たコンクリート製造システムの開発において，最適な負荷設備の選定や運転制御等に反映させ，CO2削減を

実現する考えである． 
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図－2 クランプメータによる負荷設備の電力計測結果 

図－3 1 バッチ分の負荷設備の電力計測結果 
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